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ホースと網地で構成される魚群駆集シス
テムを開発し、水槽実験によりシステム
の最適化と性能の評価を行う（図1）。

魚群駆集実験の結果では、遮断網を速く引
く方が駆集率が高まることが示唆された
が、キャプスタン等の補助装置の性能、網
地の吹かれ等を考慮すると、低速で形状を
保ちながら引く方が望ましい（図2，3）。

カメラを底建網の上部に設置したとこ
ろ、ほぼ確実にカメラに魚群が映るよ
うになった。当初の目的であるブリと
サワラの入網を捉えることができた
（図5，6）。

本事業で得た基礎技術をもとに、漁具駆集システムと水中映像伝送システムの実海域実証実験が可能となる。
これらの技術の組合せ手法および駆集された魚の放流システムについて検討する必要がある。

水中映像伝送システムを開発し、ブリとサ
ワラの行動を把握することを目的として
実海域の定置網で実証試験を行う（図4）。

図2　漁具駆集実験 図5　ブリの観測

図3　物理性能実験 図6　サワラの観測

図1　駆集システムの概念図 図4　水中映像伝送装置の開発
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